様式１


特定非営利活動法人　兵庫県介護支援専門員協会　気づきの講師バンク

気づきの事例検討会　講師派遣申込書 兼 事前調査票
＜申込書＞　　　　　　　　　　　　　　　申請日：平成　　　年　　　月　　　日

	（ﾌﾘｶﾞﾅ）

申込者
	（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※
	兵庫県介護支援専門員協会会員番号

	
	
	　　№

	連絡先
	〒　　　

Tel．　　(　　　)　　　　Fax．　　(　　　)　　　　Eメール．

	研　修

主催者
	（支部名・グループ名・団体名：参加者の主な取得資格等）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：



	参加人数
	名　
	開催回数および時間(希望)
	　　　回、1回あたり　　　　時間

希望時期（H　　年　　月頃）
希望時間（平日・休日）（午前・午後・夜間）

	希望する研修内容


	＊該当する番号に○をつけてください。（複数回答可）＊参考：別紙
　１．気づきの事例検討会事前研修（講義：検討会の目的と必要性等）

　２．気づきの事例検討会の概要（講義･演習：考え方･方法）

　３．気づきの事例検討会の実際（講義・ビデオ学習・演習）

　４．気づきの事例検討会の開催（検討会におけるスーパーバイズ）

　５．気づきの事例検討会の振返り（事例検討会の振返りのファシリテート）

☞　気づきの事例検討会を開催するために必要な基礎知識習得のみの研修
　　会・自主学習会に関しては、当委員会としての講師派遣は行いません


※　申請者は兵庫県介護支援専門員協会の会員に限ります。

☞　気づきの事例検討会を開催するために必要な基礎知識とは、「専門職の役割･倫理」「ラポールの形成･自己覚知」「統合的アセスメントの視点」「面接技術」「広範な問題の理解（人と環境の相互作用）」および「社会資源の調整調達」などを指します。

＜調査票＞

今回の研修主催者もしくは参加者について

1． 事例検討会を（　行なっている・行なっていない　）。

2． 行なっている場合、それは気づきの事例検討会で（　ある・ない　）。

3． ☞気づきの事例検討会を開催するために必要な基礎知識についての研修会を実施（　している・していない）。

4． 今回の参加者の中に気づきの事例検討会の経験者が（　いる・いない　）。


以下、事務局使用欄

申請受理日：平成　　　年　　　月　　　日　受理者:　　　　　　資格確認　可・否
　

　調整講師名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　申請者に連絡済：平成　　　年　　　月　　　日　連絡者：　　　　　

別紙・参考：例えば、こんな研修会・事例検討会を行っていくために標準的な研修企画例

【例１：気づきの事例検討会を行っていくための事前学習会（単発）】

	回数
	形　　式
	内　　容　　例

	１
	講義・演習
	○気づきの事例検討会の目的
○気づきの事例検討会の概要（考え方・進め方）
	※一回の講義・演習は３時間が目安


【例２：継続して、気づきの事例検討会の実施にむけた事前準備の学習（連続）】

	回数
	形　　式
	内　　容　　例

	１
	講義・演習
	○気づきの事例検討会の目的

○気づきの事例検討会の概要
	

	２～
	自主学習会

（講師参加はしない）
	○「高齢者援助における相談面接の理論と実際」の読み込み

･･･2～4章
	★自主学習会は、２回～６回程度の実施が目安

	３～
	自主学習会

（講師参加はしない）
	○「高齢者援助における相談面接の理論と実際」の読み込み

･･･5～6章
	

	４
	講義･演習

ビデオ学習
	○事例検討会全体の流れと焦点

○質問を行う上での注意点など
	※今後の実施可能性の評価

	５
	スーパーバイズ
	○事例検討会開催

（グループ事例検討会／観察者あ

り）
	※試行的に

実施

	６
	ファシリテート
	○事例検討会の振り返り
	


【例３：気づきの事例検討会を開催（単発）】
	回数
	形　　式
	内　　容　　例
	

	１
	スーパーバイズ
	○事例検討会開催

・グループ事例検討会

（事例検討会の開催前後には打ち合わせ等必要）
	※一回の事例検討は、ふりかえりも含めて３時間以上が目安


※研修企画立案、講師派遣申込みにあたっての参考例として下さい。
